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第 2章では，まずパッシブ型の構造物による消波が可能であることを模型実験により示し， 1 自由度の単純モデルを
用いてその消波メカニズムおよび波エネルギーの損失特性と透過・反射特性を理論的に明らかにしている。






























(5) 長崎のハウステンポス港口において施工された実施例において，台風時の波高は約 1/2 にまで減衰することが
実証されている。
以上の様に本論文は従来取り扱われていない消波機構を用いた新しい消波構造物を開発し，その性能及び耐波性など
について理論的，実験及び実測により解析し，構造物による消波機能が充分存在することを明らかにしている。本研究
結果は港湾工学ならびに海岸工学の発展に極めて大きな貢献を行っている。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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